
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

   薬のはなし 
 

 病原体が体内に入り、腫れや痛みや発熱など様々な症状を起こすことを、感染といいます。 
 
 歯科では、抜歯後の感染を防ぐためや、すでに感染している部位の治療のために、抗生剤

が用いられます。 
 抗生剤は、細菌を直接殺したり増殖する代謝経路に作用して、細菌にのみ選択毒性を示し

ます。 
 
 抗生剤の種類には、 
 ・ペニシリン系・セフェム系・マクロライド系・テトラサイクリン系・ニューキノロン系 
などがあります。 
 
 この中で最もよく使われるのは、セフェム系です。 
 セフェム系の抗菌力は、ペニシリン系と同等かそれ以上あり、ペニシリンに耐性を示す細

菌にも効きます。 
 しかし、薬にはどれも作用があれば、副作用もあります。 
細菌を殺すためには、抗生剤を一定期間内服することが必要ですが、多量に長期間使用す

ると、耐性菌が出現して感染し、より重篤な症状を引き起こすことがあります。 
 
ジェネリック医薬品とは、先発医薬品と同じ有効成分、分量、用法、用量、効能および効

果をもち、先発医薬品の特許満了後に提供される安価な医薬品です。医療費節減や患者さん

の負担軽減のために使用が推奨されています。 
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